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Baroe に記録されている。グラビア誌 Djawa Baroe は、日本占領下のインドネ







Ismail 1921－1971）は、「父帰る」を翻案作品 Ayahku Pulang （父）として発表
した。彼は、1951年には、この翻案作品に基づき、Dosa Tak Berampun （許せ
ない罪）をタイトルとした映画も製作している。その後、ミスバー・ユサ・ビ



























－ 16 － － 17 －
2 ．ティナ 母 / ラデン・サレーの妻
3 ．グナルト ラデン・サレーとティナの長男
4 ．マイムン グナルトの弟 / 次男
5 ．ミンタルシー  グナルトとマイムンの妹 / ラデン・サレーと
ティナの末っ子


























































































































































　ウスマルの書いた翻案作品の Ayahku Pulang において観客に最も印象を与え





























が開催された。応募する劇団は、 8 つの名作台本（その一つは翻案 Ayahku 
Pulang）から選んだ作品を上演して、その動画を Youtube に載せて、評価を受
ける。当時の新聞記事によると、応募した劇団は38組もあったという4。Youtube
を検索すると、大会に関連する Ayahku Pulang に基づいた動画は17個ある。つ
まり、38劇団の中で、17劇団が 8 つの台本の選択肢からウスマルによる翻案作
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＊討論要旨
　勝又基氏は、菊池の戯曲にあった、父親の家父長制的側面がインドネシア版ではなくなっていること
について、発表者は「戦争中のインドネシア社会には、そのような父親は存在しなかったのだろう」と
しているが、それは実際に当時の父親が偉ぶることをしていなかったのか、それとも少しは存在したけ
れどそうした理不尽な父親には馴染みがなかったということなのか、家父長制的な父親を書かない代わ
りに、インドネシア社会において父親はどのような存在として捉えられるのか、と質問した。発表者
は、戯曲における父親をそのまま書いた場合、それは現実味のない、作品の中だけの存在になってしま
うほど、当時のインドネシアにおいて家父長制的な父親には違和感があるとし、当時の他の文学作品を
見てもそうした父親は存在していない、と答えた。勝又氏は、当時のインドネシア文学・芸術の父親像
の中で、この作品がどういう位置付けになるのかといったことも説明するとより良いのではないかと指
摘した。
　野網摩利子氏は、このウスマルの翻案作品において、なぜイスラム教に反した自殺による死を取り入
れたのかという観点も必要なのではないか、と質問した。発表者は、それについては、ウスマルが啓民
文化指導所で試演されたものを見て翻案を作ったのか、原作をそのまま翻訳したのか分かっていないこ
とにも関わるとし、戯曲が発表された1917年に演劇化されたものや、その後演じられた市川猿之助のも
のも、ともに幕切れで父親が自殺していることを指摘し、可能性として、啓民文化指導所で試演された
ものもそうした幕切れであり、それを見てウスマルは作品に取り入れたのではないかと考えている、と
答えた。
